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東京都 新型コロナウイルス感染爆発の瀬⼾際に！ PCR 全数検査に意味はあるか？ 
 
東京都が⾮常事態を宣⾔した。ここ３⽇間で感染者数が急増したからだ。 
 
⾸都封鎖に現実味 知事「何もしなければロックダウン」  

3/25(⽔) 22:27 配信朝⽇新聞デジタル 
 このままでは「⾸都封鎖」になりかねない――。新型コロナウイルス感染者の急増を受け、
東京都の⼩池百合⼦知事は「重⼤局⾯」との危機感を表明。 
 都が急きょこうした要請を打ち出すことになったのは、この３⽇間で感染者数が急増し
たからだ。今⽉半ばから感染者数は増えていたが、２３⽇に１６⼈、２４⽇に１７⼈の感染
が判明したのに続き、２５⽇には１⽇あたりで最多となる４１⼈の感染を確認。累計２１２
⼈は、都道府県別では北海道も抜いていて最多だ。 
 懸念されるのは、こうした感
染者数の増加が、（1）新たなク
ラスターとなりうる院内感染
と、（2）感染経路のわからない
ケースから引き起こされてい
るからだ。 
 
PCR 検査の数を増やすべきと
の声も多い。しかし、得られた
検査結果には確率が含まれる。
すなわち、陽性と判定されるケ
ースの中には陰性が含まれ、陰
性と判定されるケースの中には
陽性が含まれる。この基礎とな
るのはベイズ統計学である。 
ベ イ ズ 統 計 学 に つ い て は
Wikipedia にもその解説がある。
また、具体的な計算事例として、
ここに書籍「意味がわかるベイ
ズ統計学（⼀⽯賢、２０１６年）
ｐ５９から引⽤した。 



この計算でポイントとなる数字は３つ。有病率の推定値、感染者が検査によって陽性となる
確率（感度）、⾮感染者が検査によって陰性となる確率（特異度）である。 
 
クルーズ船、ダイヤモンド・プリンセス号においては 3700 ⼈の乗客・乗員中、712 ⼈が PCR
検査で陽性判定を受けた。陽性者数／乗員・乗客数＝0.192 である。 
 
感度、特異度はいかほどであるのか？ ⽐較的信頼ができると考えられる値は、次の
YouTube によると、感度＝0.79、特異度＝0.96 である。 
 
【感染症医者解説】新型コロナの PCR 検査/外出/ワクチン 
https://www.youtube.com/watch?v=EPd-LPMxDRs 
 
この感度と特異度を⽤いて、前ページの計算式に従って計算してみる。有病率の推定値を実
際の 0.192 とした場合には、陽性と判定された者のうち、実際にコロナウイルスに感染して
いる者の割合は 82.4%（0.824）との結果が得られる。もしもクルーズ船の 3700 ⼈の半数
の 1850 ⼈が感染していた場合（有病率＝0.50）には、陽性との結果が出てその中で実際に
陽性である⼈の割合は 95%と計算される。 
 
感染者数が少ない場合、たとえば 370 ⼈（10%）と少ない⼈数が感染していた場合には、同
様の計算で 0.69 とこの値は⼩さくなり、感染していないにもかかわらず感染していると判
定される⼈の割合が増えてくることが分かる。すなわち、100 ⼈の陽性判定結果に対して、
実際に新型コロナウイルスに感染している⼈は 69 ⼈、感染していない⼈は 31 ⼈である。
PCR 検査の確からしさを向上させるには、検査を複数回⾏う必要が⽣じる。 
 
⽇本国⺠は 1 億 2600 万⼈、この内、感染者数がその 0.01%の１万 2600 ⼈いるとして、同
様の計算をすると、得られる結果は 0.236％、陽性との結果が出た⼈のほとんどは陰性であ
るとの結果となる。 
 
WHO は「検査！検査！検査！」と⾔っているが、上で⽰してきた計算結果より、これはか
なりの⾼い確率で感染者が発⽣している地域に有効な⽅法であることが分かる。 
 
⽇本政府が PCR 検査の実施数を絞っている理由もこれで明らかである。むやみやたらに検
査をすると、陰性の⼈の多くが陽性と判定されることになり、感染していない多くの⼈たち
が病院のベッドを占有してしまうことになるからである。 
 


